
胆参
院
選
自
民
圧
勝

自
民
党
圧
勝
で
終
わ
っ

た
第
認
回
参
院
選
。
茨
城

新
聞
の
22
日
付
論
説
は

「謙
虚
で
慎
重
な
政
権
運

営
を
」
と
い
う
見
出
し

で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

の
地
方
波
及
、
消
費
税
、

艶

騨鍵

献

〆私の郷土紙
㌔ 〆 勲 鴨 幅_讐 『.、ガ

茨城大学教授 村 上

社
会
保
障
制
度
改
革
、
T

P
P
、
憲
法
改
正
、
外
交

ど
課
題
を
挙
げ
、

「衆
院

と
は

一
線
を
画
し
た
判
断

や
議
論
を
期
待
し
た
い
」

と
提
言
し
た
。

で
は
茨
城
新
聞
は
選
挙

期
間
中
、
何
を
報
じ
た
の

だ
ろ
う
か
。
7
月
5
日
の

ま
た
、
連
載
企
画

「夏
決

戦

参
院
戦
に
問
う
」
で

は
、

「憲
法

改
正
賛
否

『
考
え
よ
う
』
」

(9
日

付
)
、

「農
業

農
地
集

約
、
手
腕
が
鍵
に
」

(殉

日
付
V
、

「ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス

中
小
企
業
へ
ど
う
波

及
」

(n
日
付
)
、

「原

立
望
む
」
(鱈
日
付
)
な
ど

を
争
点
と
し
て
報
じ
た
。

今
、
向
が
問
題

・
争
点

な
の
か
を
伝
え
る

〈
議
題

設
定
〉
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
大
き
な
役
割
と
い
わ
れ

る
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
側

面
が
あ
る
。

一
つ
は
プ
ロ

7
エ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
重
要

な
議
題
に
つ
い
て
自
ら
の

取
材
と
判
断
に
よ
っ
て
報

一
郎
氏
と
世
耕
弘
成
氏
が

指
揮
す
る
自
民
党
の
メ
デ

ィ
ア
戦
略
に
、
09
年
衆
院

選
で
は
小
沢

}
郎
氏
率
い

る
民
主
党
に
ま
ん
ま
と
乗

せ
ら
れ
た
。

05
年
の
選
挙
で
は

「郵

政
民
営
化
」
と
争
点
を
絞

ら
れ
、
メ
ヂ
ィ
ア
ヘ
の
露

出
も
、
例
え
ば
菅
直
人
氏

と
の
対
談
に
は
ソ
フ
ト
に

語
る
竹
中
平
蔵
氏
を
ぷ
っ

戦
略
乗
ら
ぬ
主
観
必
要

公
示
日
は

「ね
じ
れ
解
消

焦
点

憲
法
改
正
の
是
非

も
」
と
1
面
の
見
出
し
。

発

再
稼
働
論
議
置
き
去

り
」
(12
日
付
)
、

「
子
育

て
支
援

母
親
、
仕
事
両

む
ら
か
み

・
の
ぶ
お

茨
城
大
学
人
文
学
部
教

授
、
放
送
作
家
。
専
門
は

メ
デ
ィ
ア
論
、
メ
ヂ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
論
、
リ
ス
ク

論
。
立
教
大
学
大
学
院
修

士
課
程
修
了
。
同
博
士
課

程
中
退
。
放
送
作
家
と
し

て
報
道
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
、
ド
ラ
マ
、
パ
ラ
エ

テ
ィ
ー
な
ど
幅
広
い
ジ
羊
.

ン
ル
を
手
接
け
、
2
0
1

2
年
4
ロ一
目
.、
茨
城
大
学
に

着
任
。
一著
妻

一企
業
不
祥

事
が
と
ま
ら
な
い
理
虫
」

ほ
か
。
水
戸
市
在
住
。

道
す
る
と
い
う
機
能
と
、

も
う
・一
つ
、
受
け
手
で
あ

る
読
者

・
視
聴
者
は
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
繰
り
返
し

報
じ
る
こ
と
を
重
要
だ
と

信
じ
て
し
ま
う
と
い
う
、

受
け
手
に
与
え
る
効
果
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
伝

え
手
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
の

責
任
は
重
い
.、

だ
が
、
過
去
に
局
度
か

苦
い
思
い
出
が
あ
る
。
2

0
0
5
笙
の
衆
院
選
で

は
、
当
時
首
相
の
小
泉
純

つ
け
、

"イ
ラ
菅
μ
と
い

わ
れ
る
菅
氏
の
短
気
ぶ
り

を
見
せ
つ
け
る
な
ど
、
見

事
な
も
の
だ
っ
た
。

09
年
、
小
沢
氏
は

「地

域

一
番
戦
略
」
を
採
り
、

積
極
的
に
地
方
へ
出
て
ビ

ー
ル
ケ
ー
ス
を
台
に
演
説

し
た
.、
そ
れ
を
地
元
の
新

聞
、
テ
レ
ビ
が
ト
ッ
プ
で

報
じ
た
。

今
回
、
安
倍
晋
三
首
椙

は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
出
演
と

8
N
S

(
ソ
ー
シ
ャ
ル

・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

・
サ

…
ビ
ス
)
と
い
う
惰
報
発

信
で
支
持
率
を
伸
ば
し

た
。
政
治
家
が
計
算
し
尽

く
し
た
メ
デ
イ
ア
戦
略
を

採
っ
た
時
、
メ
デ
ィ
ア
は

そ
れ
を
報
じ
る
だ
け
に
陥

っ
て
し
ま
う
。
筆
者
は
長

く
テ
レ
ビ
の
報
道
に
携
わ

り
、
05
年
、
09
年
の
選
挙

で
は
現
場
に
い
た
だ
け

に
、
じ
く
じ
た
る
思
い
が

あ
る
。

公
正
中
立
と

「あ
っ
た

こ
と
を
あ
っ
た
ま
ま
に
」

報
じ
る
客
観
主
義
は
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
原
則
と
さ

れ
、
多
く
の
読
者
、
視
聴

者
が
思
う
以
上
に
現
場
で

守
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
こ

そ
が
民
主
主
義
を
育
て
る

と
、
長
い
問
考
え
ら
れ
て

き
た
か
ら
だ
。だ
が
、そ
れ

だ
け
で
は
乗
ぜ
ら
れ
る
。

自
民
圧
勝
の
結
果
を
受

け
、
あ
え
て
暴
論
を
述
べ

る
。
多
数
が
是
と
す
る
意

見
に
た
と
え
屈
理
屈
で
あ

っ
て
も
、
あ
え
て
否
を
と

な
え
る
勇
気
が
、
メ
デ
ィ

ア
に
は
必
要
で
は
な
い

か
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
多

数
派
の
意
見
に
潜
む
危
険

性
を
指
摘
す
る
者
は
誰
も

い
な
く
な
る
。
主
観
を
鍛

え
に
鍛
え
て
鍛
え
抜
き
、

凛
と
し
て
主
観
を
報
じ
る

必
要
は
な
い
か
。
鷺
つ
考

え
た
時
、
今
回
の
参
院
選

で
も
提
起
す
る
べ
き
議
題

は
も
っ
と
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

優
し
い
顔
し
た
フ
ァ
シ

ズ
ム
、
そ
ん
な
時
代
の
足

音
が
聞
こ
え
る
現
在
だ
か

ら
こ
そ
で
あ
る
。

(7
月
前
半
分
の
紙
面
批

評
で
す
)

r私の 郷土紙 批評」 は、社 外

有識 者 による茨城 新 聞の 紙面批

評 で す。7月 分 か ら12月 分 ま
で、 月の 前半 を茨城大 学 人文 学

部教 授で放 送作 家 の村 上 信夫 さ
ん、後 半をっ くば市 教 育委 員で

共育(き ょうい く)ナ ビゲ ータ ー
の鷲 田美加 さん が担 当 します。


